
府中市無電柱化推進計画（案）に対するパブリック・コメント手続の実施結果について 

 

１ 意見の提出期間 

  令和８年２月１０日から同年３月１１日まで 

 

２ 意見の提出者数 

提出者数 件数 
意見の提出方法別の人数 

意見投函箱 オンライン 郵送 ファクシミリ 

２ ３ ０ ３ ０ ０ 

 

３ 意見の概要と市の考え方 

No 頁 項目 主な意見 市の考え方 

１ - - 

多磨町及び若松町・紅葉が丘町について､計画であれば多摩霊園南

参道の早期着手並びに新小金井街道・浅間山通りの事業計画・推奨

となっていた｡しかし､避難所や消防団車庫のある人見街道が選定さ

れておらず､地震等による災害後の火災において電柱倒壊等により消

防団車両が複数台出せなくなる可能性があることは非常に憂慮すべ

きであると感じる｡ 

また､人見街道においては以前から市議会等で発言のある多磨駅付

近の安全性の問題や､多磨駅での商業施設開設による交通流入､通学

路における安全性などの課題があるのでらないだろうか｡さらに､多

磨町の一部地域や広域避難所である多摩霊園には､常備消防の東京消

防庁車両は朝日出張所から一旦甲州街道を経由して行く､または他所

からの出場となり､車両の到着にタイムロスが生まれてしまうのでは

ないか｡可能であれば人見街道の無電柱化による安全・防災を進めて

いただき､幅員幅の問題等により設置が難しい場合には､代替道路で

ある都市計画道路府中 3-4-12 号線の整備により安全性の確保のほ

人見街道については都道であること、都市計画道路

３・４・１２号線については都が施行する事業であるこ

とから、本計画において無電柱化の対象としている「無

電柱化が完了していない供用中の市道」には該当しませ

ん。 

しかしながら、本市としても当該地域における人見街

道の無電柱化整備及び都市計画道路３・４・１２号線の

整備の重要性は認識しており、東京都への要望等をはじ

め、関係機関との調整に取り組んでまいります。 



か､防災センターや消防施設の横のつながりの確保､並びに多くの人

が避難する可能性のある広域避難場所へできる限り早くアクセスで

きるよう､考えていただけたらと思う｡ 

また､災害時において消防団や常備消防の対応力を超えた際に､他

県や他市区町村からの広域的な応援(緊急消防援助隊や自衛隊・

DMAT など)があると思うが､その流入路周辺(具体的には中央高速

道路 IC やその周辺､調布飛行場周辺､人見街道や甲州街道立川方面な

どの他市区町村と繋がる無電柱化未施工の幹線道路､自衛隊基地周辺

等)は､災害に強い街づくりにおいて､比較的早くの着工もしくは検討

が必要ではないかと考える｡ 

ただ､概ねは賛成できる内容であり､良いと思う｡引き続き無電柱化

の促進・事業化に向けてご尽力いただきたいと思う｡ 

２ - - 

「東京都不燃化ポータルサイト」における「地震に関する地域危

険度測定調査」にて、総合危険度ランクが比較的高い地域である朝

日町 1 丁目・清水が丘３丁目・本宿町 3 丁目・北山 2 丁目・西原 4

丁目において､周囲に幅員幅が広い都市計画道路等がなく電柱倒壊等

により消防隊の侵入が困難となると考えられる道路(東郷寺通りなど

の市道)においても、無電柱化を早期に検討すべきだと思う｡ 

本計画は令和１９年度までの１２年間を計画期間と

し、選定した無電柱化推進路線の無電柱化を推進してま

いりますが、今後の社会情勢の変化に柔軟に対応するた

め、必要に応じて計画を見直すこととしております。 

計画見直し等の検討の際には、いただいたご意見を参

考とさせていただきます。 

３ - - 

計画案について概ねの理解をしました。自宅の目の前の道路が対

象になっているため、今後の生活への影響を心配しています。2020

年から 2021 年にかけて自宅前の道路（今回の対象道路）にて大規模

な水道工事が行われました。その後、地盤沈下が発生し、自宅が傾

く事象が発生しました。玄関のドアが傾きカギの交換を行いまし

た。また、自宅敷地内から公共下水道へつながる下水道管にも支障

が出て修繕工事を行いました。水道業者によると土砂の流出があっ

たとのことで、土砂を入れてもらいました。水道工事実施前に自宅

の耐震診断を行った際は地盤沈下の異常はなかったため、この地盤

沈下は水道工事が影響であると確信しています。なお、隣家も家が

無電柱化の工事は道路を掘削し、長期間にわたる場合

も多いため、他の事業と同様に現場の安全確保と近隣住

民の皆様への丁寧な周知を図りつつ実施してまいりま

す。 



傾いていることの確認もできています。現在、訴訟を起こすための

準備を進めているところです。今回の無電柱化工事により、再び自

宅へのダメージがあることを心配しています。地盤沈下や住宅の破

損など被害が出ないように、または被害が出た場合は補償していた

だけるような体制での工事を望みます（無電柱化工事の必要性は理

解しましたので反対はしていません）。 

 


